
     

三
月
二
日
（
月
）
、
釧
路
市
立
青
葉
小
学
校

五
年
生
百
一
名
を
対
象
に
森
林
教
室
を
行
い

ま
し
た
。
今
回
の
森
林
教
室
は
、
社
会
科
の

教
科
書
「
森
林
と
生
き
る
」
の
授
業
に
合
わ

せ
、
学
校
か
ら
森
林
教
室
の
要
望
が
あ
り
行

い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

森
林
教
室
は
、 

 
 

パ
ワ
ー
ポ
イ 

 
 
 

ン
ト
を
利
用 

 
 
 

し
、
人
工
林 

 
 
 

と
天
然
林
の 

 
 
 

違
い
、
森
林 

 
 
 

所
有
の
目
的
、 
 
 

森
林
の
働
き 
 
 
 

で
あ
る
「
水
源
か
ん
養
」
「
土
砂
の
流
出
や

崩
壊
を
防
止
」
「
風
の
被
害
を
防
止
」
「
二

酸
化
炭
素
を
吸
収
・
蓄
積
す
る
」
等
の
仕
組

み
、
樹
木
の
冬
芽
・
葉
痕
に
つ
い
て
行
い
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 

一
時
間
程
度
の
学
習
で
し
た
が
、
生
徒
か
ら

は
、
「
森
林
と
森
の
違
い
は
」
「
樹
木
が
成

長
す
る
時
の
光
の
量
は
ど
の
ぐ
ら
い
必
要
な

の
」
「
人
工
林
の
種
類
は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る

の
」
「
月
の
光
で
も
樹
木
は
成
長
す
る
の
」

と
言
っ
た
質
問
が
あ
り
、
教
科
書
で
は
学
習

し
き
れ
な
い
事
柄
に
つ
い
て
、
学
び
取
っ

て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 

              

三
月
十
六
〜
十
九
日
、
白
糠
町
立
茶
路
小

中
学
校
の
小
学
六
年
生
九
名
が
、
卒
業
記

念
作
品
と
し
て
カ
ラ
マ
ツ
材
を
使
っ
て
丸

太
イ
ス
を
制 

 
 
 
 
 

作
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

白
糠
町
か
ら 

 
 
 
 
 

制
作
支
援
の 

 
 
 
 
 

要
請
が
あ
り
、 

 
 
 
 
 

当
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 

で
イ
ス
の
デ 

 
 
 
 
 

ザ
イ
ン
か
ら 

 
 
 
 
 

制
作
の
お
手 

 
 
 
 
 

伝
い
ま
で
行 
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っ
た
も
の
で 

 
 
 
 
 

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

子
ど
も
達
は
、 

 
 
 
 

最
初
に
慣
れ 

 
 
 
 
 

な
い
鋸
を
使 

 
 
 
 
 

っ
て
丸
太
に 

 
 
 
 
 

切
れ
目
を
入 

 
 
 
 
 

れ
る
作
業
を 

 
 
 
 
 

行
な
い
ま
し 

 
 
 
 
 

た
が
、
少
し 

 
 
 
 
 

丸
太
も
大
き 

 
 
 
 
 

か
っ
た
の
で 

 
 
 
 
 

と
て
も
苦
労 

 
 
 
 
 

し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

子
ど
も
達
に 

 
 
 
 
 

は
難
し
い
と 

 
 
 
 
 

思
っ
て
い
た 

 
 
 
 
 

ノ
ミ
で
の
作 

 
 
 
 
 

業
は
、
鋸
で 

 
 
 
 
 

苦
労
し
て
切
れ
込
み
を
入
れ
た
こ
と
で
、

座
る
面
も
き
れ
い
に
切
り
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
最
後
に
サ
ン
ダ
ー
を
使
っ
て

磨
き
を
い
れ
、
見
事
な
作
品
を
作
り
上
げ

ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

四
日
間
、
子
ど
も
達
は
慣
れ
な
い
作
業
で

と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
の

真
剣
な
仕
事
ぶ
り
を
見
て
い
た
在
校
生
達

の
心
に
も
み
ん
な
の
思
い
が
届
い
て
、
こ

の
丸
太
イ
ス
を
長
く
大
事
に
使
っ
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 
 

森森
林林

環環
境境
教教
育育

のの
取取
組組

茶

路

小

中

学

校

で

卒

業

記

念

品

制

作

を

支

援 

（「森林のはたらき 」 を説明 ）  

（ ノ ミ も上手に使いました ）  

青

葉

小

学

校

で

森

林

教

室

を

実

施 

（「冬芽と葉痕 」 を説明 ）  
（ 鋸をひ く にも大汗かいて！ ）  

（ 見事な記念作品が完成 ）  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラ
イ
ト
セ
ン
サ
ス
調
査
は
、
夜
間
に
一
定 

 
 
 
 

の
ル
ー
ト
を
走
行
し
な
が
ら
サ
ー
チ
ラ
イ

ト
で
周
囲
を
照
射
し
、
発
見
し
た
エ
ゾ
シ

カ
の
数
を
数 

 
 
 
 
 

え
る
と
い
う 

 
 
 
 
 

簡
単
な
も
の 

 
 
 
 
 

で
す
。
今
年 

 
 
 
 
 

度
ま
で
の
調 

 
 
 
 
 

査
結
果
は
、 

 
 
 
 
 

十
キ
ロ
メ
ー 

 
 
 
 
 

ト
ル
当
た
り 

 
 
 
 
 

で
平
成
十
八 
 
 
 
 
 

年
度
は
二
コ 
 
 
 
 
 

ー
ス
平
均
七
．
二
頭
、
平
成
十
九
年
度
は

三
コ
ー
ス
平
均
十
四
．
三
頭
、
平
成
二
十

年
度
は
同
十
四
．
二
頭
と
な
っ
て
お
り
、

森
林
植
生
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
さ
な
い

低
密
度
〜
中
密
度
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

調
査
結
果
か
ら
は
エ
ゾ
シ
カ
生
息
密
度
の

急
激
な
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後

も
調
査
を
続
け
て
い
く
予
定
で
す
。 

 
 
 
 

  

二
月
二
十
一
日
（
土
）
、
根
釧
西
部
森
林

管
理
署
の
会
議
室
で
雷
別
ド
ン
グ
リ
倶
楽

部
の
第
九
回
活
動
と
し
て
、
「
冬
芽
の
観

察
学
習
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
前
日
の

大
雪
の
影
響
で
五
名
の
方
が
出
席
で
き
な

く
な
り
八
名
の
参
加
で
行
い
ま
し
た
。 

 
 
 

 

     

近
年
、
日
本
各
地
で
ニ
ホ
ン
ジ
カ
や
エ
ゾ

シ
カ
の
大
発
生
に
よ
り
農
林
業
へ
の
被
害

や
天
然
林
へ
の
悪
影
響
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
知
床
な
ど
の
国
立
公
園
で
は
エ
ゾ

シ
カ
が
高
密
度
と
な
っ
た
結
果
、
樹
皮
は

ぎ
に
よ
っ
て
立
枯
れ
が
生
じ
、
自
然
生
態

系
へ
の
悪
影
響
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
雷
別
地
区
で

郷
土
樹
種
に
よ
る
森
林
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
エ
ゾ
シ
カ
の
生
息

密
度
が
森
林
づ
く
り
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
雷
別
地
区
で

は
平
成
十
八
年
度
か
ら
森
林
コ
ー
ス
と
林

縁
コ
ー
ス
ま
た
平
成
十
九
年
度
か
ら
は
周

辺
の
牧
草
地 

 
 
 
 
 

も
加
え
３
コ 

 
 
 
 
 

ー
ス
で
お
お 

 
 
 
 
 

よ
そ
の
生
息 

 
 
 
 
 

密
度
を
把
握 
 
 
 
 
 

す
る
ラ
イ
ト 
 
 
 
 
 

セ
ン
サ
ス
調 

 
 
 
 
 

査
を
行
っ
て 

 
 
 
 
 

い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

最
初
に
、
七 
 
 
 
 
 

樹
種
の
冬
芽 

 
 
 
 
 

を
机
に
並
べ
、 

 
 
 
 
 

ど
の
程
度
見 

 
 
 
 
 

分
け
る
こ
と 

 
 
 
 
 

が
で
き
る
か 

 
 
 
 
 

挑
戦
し
て
も 

 
 
 
 
 

ら
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 

特
徴
の
あ
る 

 
 
 
 
 

冬
芽
や
葉
痕 

 
 
 
 
 

を
持
つ
樹
種 

 
 
 
 
 

を
選
び
ま
し 

 
 
 
 
 

た
が
、
な
か 

 
 
 
 
 

な
か
難
し
か 

 
 
 
 
 

っ
た
よ
う
で
、 

 
 
 
 

皆
さ
ん
長
い 

 
 
 
 
 

間
冬
芽
と
に 

 
 
 
 
 

ら
め
っ
こ
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

七
樹
種
の
冬
芽
や
葉
痕
の
特
徴
を
拡
大
し

た
ス
ラ
イ
ド
で
見
な
が
ら
学
習
し
て
、
再

度
同
定
を
行
い
ま
し
た
。 

 

次
に
、
二
十
年
度
の
活
動
を
振
り
返
り
、

次
年
度
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。
次
年
度
の
活
動
日
は
、
五
月
二

十
日
、
六
月
十
三
日
、
七
月
十
五
日
、
九

月
二
日
、
十
月
十
七
日
、
十
一
月
二
十
八

日
、
三
月
十
七
日
と
し
ま
し
た
。
ご
興
味

の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
ド
ン
グ
リ
倶
楽
部

の
活
動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

雷

別

ド

ン
グ

リ

倶

楽

部

の

学

習

会

を

実

施 
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（ 冬芽の観察会 ）  
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